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一関工業高等専門学校 創立60周年記念事業募金趣意書 
 

 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 本校は、国立高等専門学校３期校として昭和39年（1964年）に一関市に創立され、地域

の皆様並びに各位のご理解とご支援を賜り、令和６年（2024年）に60周年を迎えることと

なりました。 

 当初は機械工学科２学級と電気工学科（後の電気情報工学科）１学級の二学科で発足し、

昭和44年に化学工学科（後の物質化学工学科）を増設、平成元年には機械工学科２学級のう

ち１学級を制御情報工学科に改組し四学科へ、さらに平成29年には四学科を未来創造工学科

（1学科4系）に改組、この間、平成16年には独立行政法人化により、独立行政法人国立高等

専門学校機構が設置する国立高等専門学校となりました。 

また、平成13年には専攻科（生産工学専攻、及び物質化学工学専攻）を設置、令和4年に

はシステム創造工学専攻（1専攻4コース）に改組しました。 

これまでに輩出した幾多の本科卒業生及び、専攻科修了生は、国内はもとより海外におい

ても製造業だけではなく多様な方面において活躍されております。 

 また、本校は社会の要請に応えるべく、国際的に活躍できる感性豊かな実践的技術者の育

成に努め、教育・研究の質の充実を図ってまいりました。さらに、地域連携の強化、産学連

携教育の推進、学術交流・国際交流の推進を行い、環境整備と組織改革を進め、高い評価を

受けております。 

 学生の活動においては、ものづくり技術とディープラーニングを活用した作品で企業評価

額を決める全国高専ディープラーニングコンテスト（ＤＣＯＮ）2022で全国１位の最優秀賞

を、続く2023年にも全国３位を獲得、また、大学や民間企業などと連携して開発したロボッ

トアームで世界初の実証実験に成功するなどし、学生の起業化にもつながるなど、社会的に

も高い注目を集めています。    

また、全国の大学生や高専生などが発明やアイデアを競うパテントコンテスト2022では出

場した２チームが優秀賞を受賞、うち１チームは文部科学技術・学術政策局長賞も受賞する

など輝かしい成績を収めております。 

 本校がこのように発展し、現在に至っておりますのも、同窓生の活躍があり、地域の皆

様、関係各位のご支援の賜と深く感謝しております。 

 この度、本校に寄せられたご支援に感謝し、さらなる飛躍を図るため創立60周年記念事業

を計画し実施することといたしました。つきましては創立60周年事業の成功と本校の発展の

ため皆様方の幅広いご協力、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

敬 白  

 

令和５年１０月 

  

一関工業高等専門学校校長 

     創立60周年記念事業実行委員会委員長   荒 木 信 夫 

 

                  同 窓 会 長   早 川 源 一 

 

                  後 援 会 長   下 田 洋 紀  



一関工業高等専門学校創立 60周年記念事業募金要項 

 

 

１． 募金団体 

独立行政法人国立高等専門学校機構  一関工業高等専門学校 

 

２． 募金の目的 

一関工業高等専門学校創立 60周年記念事業の実施を目的として募金活動を行います。 

 

３． 記念事業計画 

（１）校内の学生支援施設整備 （学生支援施設（部室）・同窓生交流施設） 

（２）学生教育・国際交流支援のための基金 

（３）60 年誌の刊行 

 

４． 創立 60周年記念式典・記念講演会  

令和６年９月  一関工業高等専門学校 第一講義室   

※記念事業募金にご寄附いただきました方には案内状をお送り致します。 

                

５． 募金目標額 

2,000 万円  

 

６． 募金期間 

令和 5 年 10 月から令和 6 年 12 月末日 

 

７． 募金の種別 

個 人 の 方  1口 5千円 

本募金の趣旨をご理解いただき、できるだけ複数口でのご協力をお願いいたします。 

2 口（1 万円）以上ご寄附いただいた方には 60 年誌を寄贈いたします。 

※60 年誌の販売は行いません。 

法人・団体の方 1口 2万円 

本募金の趣旨をご理解いただき、できるだけ複数口のご協力をお願いいたします。 

          ご寄附いただいた方には 60 年誌を寄贈いたします。 

 

８． 募金の対象 

・一関工業高等専門学校の卒業生及び修了生 

・一関工業高等専門学校の教職員及び元教職員 

・一関工業高等専門学校後援会会員 

・本記念事業にご賛同いただける法人等（企業・団体等）及び個人等 

 

９． 寄附金の払込方法 

・インターネットによる寄附 

     コンビニエンスストア（店頭レジ支払い、店頭端末機払い）、 

クレジットカード、 銀行払い（Pay-easy） での支払いができます。 

 

・本校指定口座への振り込みによる寄附 

振込依頼書により本校指定の口座にお振り込みをお願いいたします。なお、誠に申し訳ございませんが、振り込手

数料についてはご負担をお願いいたします。本校指定の振込依頼書を利用されない場合は、 



お手数ですが、お礼状・領収書の発送及び確認のため、右のバーコードをスマートフォン等 

で読み込んでいただき、募金連絡用フォームへ必要事項を入力いただくか、別紙「募金連絡票」 

を下記寄附金の問い合わせ先へ FAXまたはメールで送信くださいますようお願いいたします。 

 

※法人（企業・団体）へのお願い（必須） 

  企業・団体の場合は、事務処理上必要ですので、お手数ですが寄附金の払い込み（振り込み） 

とともに、右のバーコードをスマートフォン等で読み込んでいただき、募金連絡用フォームへ必要 

事項を入力いただくか、別紙「募金連絡票」に必要事項をご記入の上、下記寄附金の問い合わせ 

先へ FAXまたはメールで送信ください。 

 

【取扱金融機関】 

○岩手銀行一関支店    普通預金  1517792 

口座名義： 独立行政法人国立高等専門学校機構一関工業高等専門学校 出納命令役 事務部長 千葉進 

             （フリガナ） イチノセキコウセンスイトウメイレイヤク 

 

１０． 寄附金に関する税制上の優遇措置 

 ご入金を確認後に本校からお送りする受領証明書を控除証明書としてご利用いただき、確定申告により手続きをお

取りください。 

（１）所得税 

     所得税法上の寄附金控除の対象となる特定寄附金（所得税法第 78 条第 2 項第 2 号）及び法人税法上の全額損

金算入を認められる指定寄附金（法人税法第 37 条第 3 項第 2号）として財務大臣から指定されています。 

【個人の場合】 

 [その年に支出した特定寄附金の額の合計額]－[2 千円]＝[寄附金控除額] 

 ※特定寄附金の額の合計額は所得金額の 40％相当額が限度です。 

【法人等の場合】 

全額を損金算入することができます。 

 

（２）個人住民税 

都道府県、市区町村の条例で本校が寄附金税額控除の対象とされている場合、所得税の寄附金控除に加えて、 

住民税の控除が受けられます。 

※それぞれの都道府県・市区町村により取り扱いが異なりますので、お住まいの都道府県・市区町村にお問い 

合わせください。 

 

１１． ご厚意に対する感謝 

ご寄附いただいた全ての方の氏名、法人名等を「一関工業高等専門学校創立 60 周年記念事業寄附者芳名録」に

記して、本校の歴史に末永く留めさせていただきます。 

ご寄附いただいた方には 60 年誌を寄贈いたします。（個人の場合は２口（１万円）以上のご寄付に寄贈） 

 

１２． ①寄附金に関するお問い合わせ先 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 一関工業高等専門学校 事務担当  総務課財務係 

・TEL 0191-24-4710   ・FAX 0191-24-3622   ・E-Mail  ｚ-ｚａｉｍｕ@ichinoseki.ac.jp 

 

 ②その他６０周年記念事業に関するお問い合わせ先 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 一関工業高等専門学校 60 周年記念事業実行委員会 

事務担当  総務課総務係 

・TEL 0191-24-4704   ・FAX 0191-24-2146   ・E-Mail  s-somu@ichinoseki.ac.jp 

mailto:s-soumu@ichinoseki.ac.jp
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